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アウトプット指標と
アウトカム指標

【重点事項1】業種別の労働災害防止対策の推進（建設業）

◆ 第１４次労働災害防止推進計画（令和５年度～令和９年度）

◆アウトプット指標

墜落・転落災害防止に関す
るリスクアセスメントに取
り組む事業場の割合を2027
年までに85％以上にする。

◆アウトカム指標

死亡者数を2027年までにゼ
ロとする。

【取組事項】
①墜落・転落のおそれのある箇所への囲
い、手すり等の設置、墜落制止用器具の
確実な使用及びはしご・脚立等の使用の
徹底等の実施
②墜落・転落災害防止に関するリスクア
セスメントの実施
③脚立・はしご等の法令に適合する設備
の使用、作業時の保護具着用の徹底、適
切な使用方法の安全衛生教育の実施
④「職場における熱中症予防基本対策要
綱」に基づく暑さ指数の把握とそれに応
じた措置の適切な実施
⑤「騒音障害防止のためのガイドライ
ン」に基づく作業環境測定、健康診断、
労働衛生教育等の実施



建設業リスクアセスメント

【重点事項1】業種別の労働災害防止対策の推進（建設業）

◆ＫＹシートを活用したリスクアセスメントについて

フルハーネスの使用（フックの親綱への取付）

作業内容 足場の組立作業

リスクアセスメントＫＹ活動表

２ラウンド　リスク低減対策

１ラウンド　危険のポイント

建枠をはめ込む際に反動で墜落

可能性 重大性 評価 危険度

3 4 6 4

既に多くの建設工事現場で、危険予知活動（ＫＹ）にリスクアセスメントの手法を取り
入れたリスクアセスメントＫＹが行われています。
既にこれらのリスクアセスメント活動を取り入れられている場合は、これらの活動をよ

り労働災害防止の観点から有効とするために、現在の取組の再確認をしましょう。



建設業の安全管理活動の確認
（リスクアセスメントを含む）

【重点事項1】業種別の労働災害防止対策の推進（建設業）

「墜落・転落」災害を防止するために

「墜落・転落」の危険箇所等の洗い出しを行っ
ていますか？

非定常作業も含めて全て洗い出し

洗い出しが
不十分・未実施

検討した墜落防止対策は、法的観点からも適切
ですか？また、工学的対策等より優先すべき対
策から検討されていますか？

工事の進捗に
対策が追い付いていない

工事の進捗に応じた確実な措置

検討した墜落防止対策は、工事の進捗に応じて
確実に実施されていますか？

法的観点からも適切
優先的に実施すべき対策から検討・実施

手すり一時取り外し時の対応や復旧、墜落制止
用器具の適切使用等、残存リスク対策の実施が
徹底されていますか？

対策に法的問題・
優先すべき対策未検討

管理が不十分

「墜落・転落」の危険箇所等について、非
定常作業も含めた洗い出しを行ってくださ
い。

検討・実施したリスク低減対策は法的観点
から適切なものとしてください。その上で
工学的対策等より優先すべき対策から検討
してください。

あらかじめ工事の進捗に応じた「墜落・転
落」防止措置の計画・運用を図ってくださ
い。

安全作業の遂行等遵守状況を確認する等、
適切な残存リスク対策を実施してください。
※対策実施後のリスク評価も適切に行ってください。

実施事項
リスクアセスメントの
枠組みを活用



建設業の墜落・転落
災害事例
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◆リスク低減対策検討時の法令遵守について

「墜落・転落」災害の危険箇所が認められた場合の、墜落等防止対策（リスク低減対策）
の検討に当たっては、その対策が少なくとも労働安全衛生法等関係法令に違反しないこと
を確認してください。



建設業リスクアセスメント
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◆現場の進捗に応じた確実な墜落防止対策の実施

工事の進捗に応じて、現場の状況や作業を行う場所は日々刻々と変わり、新たな墜
落危険箇所が発生します。
工事の計画や日々の現場巡視により、新たな墜落危険個所の特定を行い、速やかに

墜落防止対策の検討・実施を図ってください。

【例】工事によって建設された新たな構造物の上部や
掘削・盛土された法面等の上

【例】躯体の形状的な問題で足場と躯体との間隔が
空いている場所の外壁等で作業を行う場合



建設業リスクアセスメント
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◆リスク低減措置後の残存リスクの適正な把握について

6 4

２ラウンド　リスク低減対策

フルハーネスの使用（フックの親綱への取付）

可能性 重大性 評価 危険度

3 4

建枠をはめ込む際に反動で墜落 3 4 6 4

リスクアセスメントＫＹ活動表

作業内容 足場の組立作業

１ラウンド　危険のポイント 可能性 重大性 評価 危険度

リスク低減対策が、例えば「フルハーネスの使用」等作業員自身の行為に頼る以外に
方法が無い場合は、リスクの再評価を行っても、リスクは低減できません。

この場合は、個々の作業員がリスク低減対策を確実に実施しているかにつき、管理者
が管理を行う必要があります。

工学的対策で無く、
管理的対策や保護具
の使用を選択した場
合、従前と同程度の
リスクが残っている
ことに注意



建設業の墜落・転落
災害事例

【重点事項1】業種別の労働災害防止対策の推進（建設業）

◆残存リスク対策の必要性について

建設業の労働災害では、危険箇所の洗い出し、墜落・転落リスクの低減対策が適切に講じ
られているにもかかわらず、墜落防止設備の一時取り外し等の残存リスク対策が不十分で
あるが故に発生したと思われる墜落災害が、多く発生しています。



墜落・転落の危険性を
低減させるために

【重点事項1】業種別の労働災害防止対策の推進（建設業）

◆残存リスク対策の必要性について

実施した墜落防止対策が確実に機能する様に、新規入場者教育での説明、朝礼・打合せ・
災害防止協議会開催時の周知、現場内での分かりやすい表示等を行ってください。

●新規入場者教育 ●毎日の朝礼・打合せ
●定例の災害防止協議会

危険箇所を
分かりやすい表示

墜落制止用器具は装着す
るだけでなく、使用する
べき時に、効果がある箇
所にしっかりとフックを
掛けること



建設業リスクアセスメント
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◆これからリスクアセスメントに取組む事業者の皆様へ

「職場のあんぜんサイト」のリスクアセスメント実施支援システムを活用しましょう

建設工事現場における
各種作業毎に、リスクアセス
メントを行うメニューが用意
されています。



建設業リスクアセスメント

【重点事項1】業種別の労働災害防止対策の推進（建設業）

「職場のあんぜんサイト」のリスクアセスメント実施支援システム

各種項目毎に、様々な選択肢から該当す
るものを選べます。
独自に入力することも可能です。



建設業リスクアセスメント

【重点事項1】業種別の労働災害防止対策の推進（建設業）

「職場のあんぜんサイト」のリスクアセスメント実施支援システム

選択肢から選んだリスクであれば、リスクの見積
結果等も表示されます。


